
-1-

図画工作科学習指導案

第３・４学年 指導者 森坂 実紀人

（エルマーのぼうけん）Ⅰ 題材名 そのときの気持ちを大切に

Ⅱ 考察

１ 児童の実態

３学年は男子５名、女子10名、計15名。４学年は男子２名、女子２名、計４名。３・４学年合わせて

19名の少人数集団である。全体的に活動的であり、何事にも積極的に取り組む。図画工作では、最初は

ほとんどの子どもが興味・関心をもって造形表現活動に取り組む。しかし、活動が進むにつれて自分が

つくりたい物と自分がつくっている物に隔たりを感じると、徐々に製作意欲を失う子どももいる。発想

・構想においては、ほとんどの子どもは自分にしかできない作品をつくりたいと思っている。しかし独

創性を発揮することなく、安易に参考作品や友達の作品のまねをしてしまう子どももいる。創造的な技

能においては、ほとんどの子どもは、筆の使い方や色の混ぜ方など学習した表現技法を自分の作品づく

りに生かそうと思っている。しかし、道具がうまく使えないことで、途中で活動が停滞してしまう子ど

ももいる。鑑賞では、友達の作品を鑑賞することで、友達の作品のよさ、工夫した点、努力した点を見

付けることができるようになってきたが、それを造形表現活動に生かしている子どもは少ない。これら

のことをふまえ、子どもが製作意欲を持続し、発想を広げたり、構想を練ったり、道具を適切に扱って

表現したりすることができるようにし、つくりだす喜びを実感できるようにしたいと考えた。

これまでの図画工作における絵に表す学習の支援を振り返ってみると、作品を完成させるための支援

に重点を置いていたので、構想を深めるための支援や、製作過程の振り返りから課題を解決するための

支援にはあまり力を入れてこなかった。

自分なりに工夫そこで、絵に表す学習に学習カードを活用した支援を行うことで、構想を深めさせ、

、子どもにつくりだす喜びを実感させたいと考えた。した表現ができるようにし

２ 題材の考察

小学校学習指導要領解説「図画工作編」には 『この時期の子どもは、夢や不思議な世界などから想、

像を広げ、それを楽しむようになる。例えば、想像したことから絵をかき始め、その過程で新しい発見

。 、 、をすることや偶然できた形や色などに驚くことがある それがきっかけとなって 新しい思いが生まれ

始めに想像したことから変わっていくようなことも見られ、活動の過程には、その子らしい表現の魅力

が生まれてくる 』と示されている。自分で考えるのが苦手な子でも 「お話」を読んで、面白さや楽し。 、

さを感じることはできる。また、作品に工夫がみられない子でも 「お話」を読んで、絵に描きたい場、

面を大切に想像し、深めることはできる。造形表現活動においては、一人一人の子どもが感じたことを

絵のテーマとし、感動した場面を自由に選ぶことで、一人一人が自分の描きたい絵を描くようになると

考える。自分の描きたい事が見つかったとき、子どもは自分の思いを伝えようと自ら造形表現活動に取

り組む。このように、その子らしい表現の魅力を生み出し、それぞれの表現のよさや違いが出る「お話

の絵」は、つくりだす喜びを実感できる題材に適していると考える。

お話は、幼年童話の最高峰の一つとして読みつがれている「エルマーのぼうけん」を選んだ。エルマ

ーが知恵と勇気で幾多の困難を乗り越えていく話で、動物島でいろいろな動物に食べられそうになりな

がら竜を助ける。かわいらしい動物の絵や島の地図などの優れた挿絵を参考にすることで、子どもが情

景を思いうかべながら楽しく取り組めるようにしたい。

描きたいと思う意欲や態度、自分で考えて発想や構想する力、表現を工本題材を通して、自分から

夫して創造する力、表現の違いやよさに気付く鑑賞の力を育てていきたい。
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想の拡充))３ 題材の系統性（絵に表す(

１ ○お話を聞いたり読んだりして、絵に表したい好きな場面を思いうかべる。みて、みて、お

・ ○材料や用具を選び、絵に表したい場面を工夫して楽しく表す。はなし

２ ○物語やお話を聞いたり読んだりしながら、絵に表したい場面を思いうかべる。見て、見て、お

年 ○色の使い方を工夫したり、形を切ったり貼ったりして、自分の表したい方法を考えて絵に表す。はなし

３ ○物語を聞いたり読んだりしながら、絵に表したい場面を想像する。そのときの気も

・ ○話の展開に合った絵の組み合わせ方や表し方、使う材料などを工夫して表現する。ちを大切に

４ ○今までの学習経験をもとに、楽しいお話の絵にすることを知る。お話の世界

年 ○場面の様子がよく表れるように、絵を貼ったり、画用紙を開くようにしたりして、お話が楽しく広が

るように工夫をする。

５ ○物語を聞いてかきたいところを想像し、どの場面をかくのかを決める。心広がる場面

、 、 、 、 。・ ○表したい内容に合わせて 用紙や材料 技法などを選び 絵の具の使い方を工夫しながら 彩色する

６ ○物語を聞いて、かきたい場面を決める。心広がる場面

年 ○表したい内容に合わせて、用紙や材料、技法などを選び、構図や配色、絵の具の使い方を工夫しなが

ら、彩色する。

４ 指導方針

・学習カードを活用した、指導と評価の一体化を図った指導を展開する。

・学習カードを基に、子どもが意欲を喚起したり、よさに気付いたり、課題を解決したりするこ

とができる支援をする。

・構想する過程においては、アイディアスケッチの見取りから支援を行い、子どもの構想を深め

られるようにする。

・表現する過程においては、振り返りカードの見取りから支援を行い、子どもが表現を工夫でき

るようにする。

・表現する過程においては、振り返りカードを活用して過去の作品の振り返りをさせることで、

造形表現活動に関心をもって取り組むことができるようにする。

道具の適切な使い方を理解させ、基本的な表現技法ができるようにする。・表現する過程では、

・振り返りカードには自分の作品のよさや課題を書かせ、子どもが見通しをもって造形表現活動

に取り組めるようにする。

・鑑賞する過程では、友達や先生から自分の作品のよさを評価してもらうことで、自分では気付

かなかったよさを感じられるようにする。

・作品完成時には、一人一人が成就感をもち、自己有能感を味わえるようする。

Ⅲ 目標

主人公や動物たちの気持ちになって想像を広げながら、絵に表したい場面の思いや様子を自分なり

の表し方で工夫し、絵に表す楽しさを味わう。

Ⅳ 評価規準

造形への関心・意欲・態度 お話の楽しかったことや驚いたことを絵に表す面白さを感じ取って表そう

とする。

発想や構想の能力 主人公や動物たちの気持ちになって、想像の世界を発想して表し方を構想

している。

創造的な技能 場面の感じが絵に表せるように、主人公の位置やまわりの動物や背景、色

の使い方などの工夫をして表している。

鑑賞の能力 友達と話し合い、各々の表現の違いやよさに気付いている。
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（全９時間）Ⅴ 指導計画

過 時 主 な 学習活動の評価規準 支援及び指導上の留意点

程 間 学 習 活 動 は評価方法□

○お話を聞き、いち ○お話の楽しかったことや ○自分の描きたい場面や、心を動かされた場面について 「いつ 「エ、 」

ばん描いてみたい 驚いたことを絵に表す面 ルマーと何が 「どの場面で 「何をしているのか」を具体的に短い」 」

場面、あるいは心 白さを感じ取っている。 文で書き、物語の読みとりを深められるようにする。発

を動かされた場面 ○自分の描きたい場面を思いうかべられるようにするための支援想 （関心・意欲・態度）

を思いうかべ、短 授業中の様子 ・それぞれの場面の小題を紹介して、自分の描きたい場面を思いうかす １

い文で書く。 べられるようにする。る

、 。・登場した動物やを紹介し どの動物を描きたいか思いを広げさせる

、 、・なかなか思いうかべられない場合には 印象に残った場面を質問し

子どもの受け答えに応じてどんな動物がいたのかなど、対話をしな

がら助言をする。

【見通し１】

○描きたい場面をア ○主人公や動物たちの気持 ○アイディアスケッチを描き始められるようにするための支援

イディアスケッチ ちになって、描きたい場 ・友達との対話や相談を促し、何をどう描き始めればよいか、きっか

に描いて、構想を 面をアイディアスケッチ けをつかめるようにする。

深める。 に表している。 ・描きたい場面を決められない場合には、どんな絵を描きたいか質問

○何をどこに描くの し、何をどこにどのくらいの大きさで描いたらよいのか、対話をし（発想や構想の能力）

か思いをめぐらせ 授業中の様子 ながら助言をする。構

ながら描く。 アイディアスケッチ ・何を描いたらよいのか決められない場合には、描きたい場面のお話想 １

・最初のアイディア の一部をもう一度読み聞かせ、何を描くのか思いうかべられるようす

スケッチが描けた にする。る

ら、教師の支援を ・取組が消極的で、描き始められない子には、最初だけ教師が描くこ

。基に描き直しをす とで、描き始められるようにする

る。 ○アイディアカードからの見取りを基に構想が深まるような支援

・形や模様など、具 ・友達の絵を見るように促し、参考にできるようにする。

体的にしながら描 ・人物や動物などをより具体的に表すように助言する。

き直していく。 ・人物や動物などの数や配置を工夫するように助言する。

・参考作品、参考図書を基に動物の形を具体的に描けるように促す。

○場面の感じを考えて、下 ○下絵を意欲的に描き始められるようにするための支援○自分の想像した場

絵を描いている。 ・画用紙に描かせるときは、アイディアスケッチよりも画用紙は大き面が伝わるよう

（創造的な技能） いので、エルマーやまわりのものなどの大きさや位置関係に気をつに、下絵を描く。

・アイディアカード 授業中の様子 けて描けるように助言する。

を基に、下絵では 途中の作品 ・下絵がなかなか進まない子には、頑張っている所を認め、どこから

具体的な絵になる 描き進めたらよいか具体的に助言する。

ように描いていく ・描き始められない子には、最初だけ教師が描くことで、描き始めら。

表 。（エルマーの表情 れるようにする

や服の模様、動物 ○製作途中の下絵からの見取りを基に、さらに場面の感じが絵に表れ現

たちの表情や動き るようになる支援す ２ 、

背景の様子など） ・下絵がほぼ完成した子には、描いたものについて質問し、もう少しる

詳しく描いたほうがよい所を助言する。

・参考作品，参考図書をもとにさらに詳しく描くように促す。

・友達に自分の下絵のよい所や足りない所を聞くように促す。

○場面の感じを考えて、配 ○場面の感じが表れる配色計画を立てられるようにするための支援○配色計画を立て

色計画を立てている ・色の組み合わせを考えさせるときに、人物や動物が目立つような背る。 。
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・人物や動物と背景 景にするには、同じような色にならないように助言する。（発想や構想の能力）

の色の組み合わせ アイディアスケッチに書 ・人物や動物など目立たせたいところは、はっきりとした色やこい色

に気をつけて配色 き込んだ配色計画 に、背景などは中間色や薄い色を配色するように助言する。

を考える。

【見通し２】

○既習技法を過去の ○既習技法を振り返り、関 ○過去の作品の振り返りカードを活用して振り返ることで、絵の具や

作品の振り返りカ 心をもって彩色に取り組 筆の使い方や重色やスタンピングなどの表現技法を思い出すことが

ードで振り返る。 もうとしている。 できるようにする。

（関心・意欲・態度）

授業中の様子

○場面の感じが絵に表せる ○振り返りカードや授業中の様子からの見取りを基に、一人一人の課○場面の感じが絵に

自 ように、主人公の位置や 題を把握し、道具の使い方や表現技法を工夫できるような支援をし表れるように、

分なりに工夫して 周りのもの、色の使い方 ていく。

彩色をする。 などの工夫をして取り組 ○道具の使い方に関する支援

・過去の作品で使っ んでいる。 ・絵の具の色が薄い場合は、水の量の調整や重色をすることで、画面

た道具の使い方を （創造的な技能） の色に深みが出るように助言する。４

思い出し、道具を 授業中の様子 ・色塗りがはみ出してしまう場合には、小筆と太筆を色を塗る場所で

使う。 途中の作品 使い分けさせ、画用紙を塗りやすい向きに変えさせるように助言す

・既習技法である重 振り返りカード る。

色やスタンピング ○表現技法に関する支援

などを使い、自分 ・友達の絵を見るように促し、自分で取り入れたい技法などは、自分

の絵に生かせるよ の作品にも取り入れるように助言する。

うに表現する。 ・参考作品、参考図書を基にさらに詳しく彩色するように促す。

・主人公と背景の色がはっきりしない場合は、色の組み合わせ方を変

えてみるように助言する。

・作品全体が色の変化に乏しい場合には、重色やスタンピングなどの

表現技法を生かすように促す。

○自分の取組を振り返らせ、次回の課題をつかむことができるように○振り返りカードに ○自分の取組のよさや 課

する。記入する。 題をみつけようとしてい

○振り返りカードから課題を見取り、意欲を高めるような支援る。

・頑張っていることやよい点を認め、賞賛する。（関心・意欲・態度）

振り返りカード ・課題が書いてある場合には課題を解決する方法を助言する。

○完成した作品の鑑 ○作品のよさをみつけられるようにする支援○自分や友達の作品のよさ

賞会を行い、友だ ・完成した絵をみんなで見ながら、互いの表し方の違いやよさ、表鑑 をみつけるようとしてい

ちの作品のよいと そうとしたことがよく出ていることなど、気付いたことを話せるよ賞 １ る。

ころをみつける。 うにする。す （関心・意欲・態度）

鑑賞カードる
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アイディアスケッチ
構想する過程において、アイディアスケッチを活用した支援を行った。

自分の描きたい場面が具体的になり、構想が深まる。

●抽出児童Ａのアイディアスケッチ

●抽出児童Ｂのアイディアスケッチ
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振り返りカード
表現する過程において、振り返りカードを活用して、今まで身につけたことの振り

返りと、支援を行った。

彩色をするときに道具の使い方や表現技法を自分なりに工夫して表そうとする

●抽出児童Ａの振り返りカード
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●抽出児童Ｂの振り返りカード


